
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

日 曜 １ 月 行 事 予 定 

1 水 元日 

2 木  

3 金 
 

4 土  

5 日  

6 月  

7 火 冬季休業日終 

8 水 始業式 席書会 

9 木 給食始 安全指導               ★☆ 

10 金 体育朝会（高） 

11 土  

12 日  

13 月 成人の日 

14 火 B 時程 

15 水 音楽（低）保健（高）集会 補習（6 年 1・4 組） 

16 木 ★ 

17 金 体育朝会（中） 書き初め展始 

18 土  

19 日  

20 月 全校朝会 委員会                ☆ 

21 火 掃除なし たてわり班活動（12 月延期分） 

22 水 音楽（高）保健（低）集会 補習（6 年 2・3 組） 

23 木 ★ 

24 金 体育朝会（低） 書き初め展終 

25 土  

26 日  

27 月 全校朝会 クラブ（3 年クラブ見学）     ☆ 

28 火 B 時程 

29 水 児童集会 補習（5 年 1・2 組） ユニセフ募金 

30 木 ユニセフ募金 

31 金 B時程 体育朝会（高） ユニセフ募金 

 

 

 

 

 

                            

         校長  尾上 健二 

 https://www.ota-school.ed.jp/chisetsu-es/ 
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家 

 

しなやかに前進し、成長する１年に 
校長 尾上 健二 

保護者、地域の皆様にはお健やかに新しい年をお迎

えのこととお喜び申し上げます。昨年中は、本校に格

別のご支援、ご協力を賜りましたことお礼申し上げま

す。本年もこどもたちが、「学校に行くのが楽しみ」、

そう思える学校を目指して教職員一同、力を合わせて

指導に努めてまいります。皆様方のご理解、ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

「一年の計は元旦にあり」、こどもたちは今、どん

な目標をもってこの一年を過ごしたいと考えているの

でしょう。新しい年を迎えて「今年こそは」と胸に秘

めた思いがあると思います。その思いが、こどもたち

の希望や目標などになるのだと思います。気持ちを新

たにして、今年の目標を考えて自分のすべきことを計

画するのはとても大事なことです。一年の初めにぜひ

自分の目指す姿をじっくりと思い浮かべる時間を大切

にしてほしいです。 

昨年のパリオリンピック・パラリンピックで多くの

日本人選手が活躍し、列島に勇気と感動を与えてくれ

たことは記憶に新しいことと思います。またメジャー

リーグで前人未踏の記録を残した大谷選手は昨シーズ

ンを上回る活躍で、日々人々を驚かせていました。記

憶や記録に残る活躍をした選手の皆さんは、それぞれ

が幼い頃から夢をもち、努力を続けてきた人達です。

自分の決めた目標を一つ一つ達成してきたからこそ、

素晴らしい結果につながったのだと思います。その過

程では、楽しいことより辛いことの方が多かったと話

す選手もいました。でも続けられたのは何より「好

き」という気持ちがあったからだそうです。こどもた

ちにも、ぜひ好きなことを見つけて、挑戦してほしい

です。そして時に思うような結果にならなくても、

「好き」という気持ちがあれば前進できると信じて努

力を続けてほしいと思います。好きなこと、夢中にな

れることに日々取り組み、努力を積み重ねていくこと

で、今日より成長した自分に出会えるはずです。 

今年は「巳年」です。蛇は脱皮を繰り返しながら成

長していく生き物から「再生」と「成長」の象徴とさ

れています。こどもたちにはぜひ、積極的にいろいろ

なことに挑戦し、新たな自分に気付き、成長を続けて

ほしいと思います。なりたい自分を目指し、頑張るこ

どもたちを私達は今年も全力で応援します。 

 

観劇教室の様子（１・２・３年生） 

SC訪問日 ★森下先生 ☆河村先生 

３学期の避難訓練は予告なし

で行います。 



                          

 

 

                          特別活動部 奥田 外国語委員会 小田 

 １２月４日（水）に東京工業大学の留学生が来校し、「ワー

ルドタイム」を実施しました。ねらいは、「外国の人と積極的

に交流しようとする意欲や態度を育てる」こと、「外国の文化

を知ることを通して、日本の文化との違いやよさを感じとる」

ことです。 

１年生は運動会で発表したダンスを披露しました。また、２

年生は各学級でジャンケン列車や、日本に関するクイズなどを

行いました。こどもたちのもてる限りのコミュニケーションの

能力を使って、交流をしようとする姿に感心しました。 

３年生以上は昔遊びや、産業、歴史や文化などのテーマを決

め、スライドを活用したり、道具を準備したりしながら意欲的

に活動し、交流を深めました。 

参加された留学生からは、「日本文化について興味をもてる

イベントだった」「児童の優しさに心が温まった」などの声が

聞かれました。 

栄養士 大脇 遥香 

大田区の取組「おおたく学校給食大作戦」で、１月２４日

～２月６日の２週間を大田区学校給食週間と制定することに

なりました。大田区学校給食週間は、大田区の学校給食につ

いて、児童生徒や教職員、保護者、地域住民のみなさんの理

解と関心を高め、学校給食の充実と発展を図ることを目的と

して定められました。この期間の給食では、大田区発祥の献

立である「あげパン」や「たこぺったん」、大田区にゆかりの

ある海苔を使った献立等を提供する予定です。 

 

～ おおたの学校給食 キャッチフレーズ ～ 

《お》大田区うまれの「あげパン」 

《お》大森の「のり」 

《た》「たこぺったん」食べよう 

《く》食いしん坊 はねぴょん 

・うれしかったことは、おはじきの発表の時に楽しく笑顔

でやってくれたことです。来年頑張りたいことは、今回

終わりの言葉をやったので、次は始めの言葉や司会をや

ってみたいです。 

・あやとりの技をやると一回一回拍手をしてくれました。

体験タイムで私のマジックが選ばれて、教えられるかな

と思ったけど、ゆっくり教えたら笑ってくれてとても嬉

しかったです。 

【４年】 

・ワールドタイムを通して、日本とイギリスの違いを知る

ことができました。英語を頑張って、外国の人達とたく

さんお話ができるようになりたいなと思いました。 

・去年は学校を休んでしまったので、この日をずっと楽し

みにしていました。ワールドタイムを通して、スウェー

デンのことを楽しく知ることができ、とても思い出にな

りました。 

・留学生の方と交流して、おすすめされたバリ島に行って

みたいと思いました。これから外国のことをもっと知り

たいと思いました。また他の外国人の方とも交流してみ

たいです。 

・最初は緊張して話せなかったけど、だんだん話せるよう

になってきて、最後にはサインをもらうことができてう

れしかったです。こんなに仲良くなれるとは思っていま

せんでした。 

 【５年】 

・給食の時に留学生と隣になり、最初はあまり話せません

でしたが、途中から話せるようになりました。来年のワ

ールドタイムまでに英語をたくさん覚えて上手く話した

いです。 

・一番初めに、どうすれば正しく伝わるのか、みんなで意

見を出し合いました。お互いに助言しあって、それぞれ

の長所を生かしながら準備をすることができてよかった

です。 

・留学生の方が自分の国の事を一生懸命お話ししてくれる

姿を見て、自分の国のことが大好きなのだということが

伝わってきました。日本についてもっと知って、外国の

方に伝えられることを増やしていきたいと思いました。 

・応援団長を経験して学んだ「みんなをまとめる力」を最

大限に使って、どうしたら盛り上がるか考えてみんなの

活動を手伝いました。来年も自分たちでゼロから作って

も成功できるワールドタイムにしていきたいです。 

・留学生さんが母国の食べ物を紹介してくれた時、「おい

しそうですね」と言ったら嬉しそうにしてくれた。これ

からも、外国の人の説明に「素敵ですね」など、緊張を

ほぐしてあげられるような言葉をかけたいと思った。 

【６年】 

1月の生活目標 

 

              

生活指導部 平尾 早織  

言葉には「力」があります。たった一つの言葉が相手を励

ましたり、勇気づけたりすることもあれば、反対に傷つけて

しまったり、不安な気持ちにさせてしまったりすることもあ

ります。 

1 年生には「ふわふわ言葉」「ちくちく言葉」と伝えること

があります。「ありがとう」「たのしい」「すてき」「大丈夫だ

よ」など心が温まる言葉が「ふわふわ言葉」です。反対に、

「うるさい」「バカ」「早くしろよ」「いやだ」など心を傷つけ

てしまう言葉が「ちくちく言葉」です。不思議なもので「ち

くちく言葉」を使い続けると言った人の心もちくちくしてき

ます。「ちくちく言葉」を一番近くで聞いているのはその言葉

を発した自分自身です。 

こどもたちも私たち大人も、普段どんな言葉遣いをしてい

るでしょうか？言葉は私たちが思っている以上に、大きな影

響力をもっています。相手を思いやる「ふわふわ言葉」が広

まって、気持ちよく生活できると良いなと思います。 

【３年】  

・留学生の方と楽しく過ごすことができました。自分たちが

準備した日本の昔遊びを楽しんでもらえたので嬉しかった

です。とてもいい経験になりました。 

・イタリアの文化や流行りをよく知ることができました。ま

た、留学生が、イタリアの観光地やおすすめの食べ物をた

くさん教えてくれたので、いつかイタリアに行ってみたい

です。 


